
４単位(予定)

　

日　程日　程日　程日　程

講習13：00～17：00       

会　場会　場会　場会　場 大阪府建築士会大阪府建築士会大阪府建築士会大阪府建築士会

大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階

地下鉄谷町線・中央線谷町四丁目駅1-B出口すぐ前　地下鉄谷町線・中央線谷町四丁目駅1-B出口すぐ前　地下鉄谷町線・中央線谷町四丁目駅1-B出口すぐ前　地下鉄谷町線・中央線谷町四丁目駅1-B出口すぐ前　

※お車での来場はご遠慮ください。

　　※コロナ対策を行い、人数を絞って実施します（定員40名）

テキストテキストテキストテキスト ※説明資料・参考資料を会場で配布します。

内　容内　容内　容内　容 ※一部変更となる場合がありますので予めご了承ください。

第１部第１部第１部第１部

第２部第２部第２部第２部

第３部第３部第３部第３部

建築士法第22条の4第5項に基づく建築技術講習会

　主催／（公社）大阪府建築士会

　後援（予定）／（一社）大阪府建築士事務所協会

   　　　　　　　（公社）日本建築家協会近畿支部

　　　　　　　　（一社）日本建築学会近畿支部

　　　　　　　　（一社）日本建築協会

住宅・中低層建築物における地盤リスクと対策住宅・中低層建築物における地盤リスクと対策住宅・中低層建築物における地盤リスクと対策住宅・中低層建築物における地盤リスクと対策

2022年　2022年　2022年　2022年　12月　9日（金）12月　9日（金）12月　9日（金）12月　9日（金）

13:00～13:10 建築士会よりご挨拶 （公社）大阪府建築士会研修委員会

13:10〜14:40

（90分）

紛争事例から学ぶ設計者・施工者の責務紛争事例から学ぶ設計者・施工者の責務紛争事例から学ぶ設計者・施工者の責務紛争事例から学ぶ設計者・施工者の責務

中低層建物の地盤に伴う訴訟や事故・ト

ラブル事例を通じて、地盤リスクを認識

するとともに、設計者・監理技術者に求

められる能力や姿勢について解説します

協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長

タカヘイ建築技術研究所所長タカヘイ建築技術研究所所長タカヘイ建築技術研究所所長タカヘイ建築技術研究所所長

高幣喜文高幣喜文高幣喜文高幣喜文

14:50〜16:20

（90分）

沈下の原因と対策沈下の原因と対策沈下の原因と対策沈下の原因と対策

トラブル事例により「沈下」リスクを深

堀し、小規模建築物の事例を通じて、原

因と対策を説明します

（株）WASC基礎地盤研究所（株）WASC基礎地盤研究所（株）WASC基礎地盤研究所（株）WASC基礎地盤研究所

代表取締役

高森　洋高森　洋高森　洋高森　洋

休憩（10分）

16:30〜17:00

（30分）

質疑・ディスカッション質疑・ディスカッション質疑・ディスカッション質疑・ディスカッション

ご参加の皆様から質疑をお受けするとと

もに、皆様と一緒に地盤リスクについて

ディスカッションを行う時間とします

休憩（10分）

設計者・監理技術者のための設計者・監理技術者のための設計者・監理技術者のための設計者・監理技術者のための

協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長協同組合総合技術士連合会長

タカヘイ建築技術研究所所長      高幣喜文タカヘイ建築技術研究所所長      高幣喜文タカヘイ建築技術研究所所長      高幣喜文タカヘイ建築技術研究所所長      高幣喜文

(株)WASC基礎地盤研究所(株)WASC基礎地盤研究所(株)WASC基礎地盤研究所(株)WASC基礎地盤研究所

　　　　　　　　　代表取締役　高森　洋　　　　　　　　　代表取締役　高森　洋　　　　　　　　　代表取締役　高森　洋　　　　　　　　　代表取締役　高森　洋

SUS445J1（フェライト系）

プール 階段手摺

ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ架台

政令38条では、「建築物の基礎は、建築物に作用する荷重及び外力を安全に地盤に伝え、、、、 かつ、地

盤の沈下又は変形に対して構造耐力上安全なものとしなければならない」とされており、建築に携わ

る者、支持力度の検討だけに留まらず、沈下や変形に対する安全性の確保が求められます。しかし、

「沈下」や「変形」の対策は見落とされがちです。地震時の液状化現象のみならず、地震以外の自然

災害でも土中の水や空気が増減することで地盤の支持力度が落ちることとなります。日常化している

ゲリラ豪雨による地盤崩壊では、家屋倒壊や人命をも奪っています。

設計者・監理技術者として、法令違反となる行為とは何か、善管注意義務として配慮が欠けること

とは何かについて、訴訟や事故・トラブル事例を通じて解説するとともに、小規模建築物の事例を引

用し、「沈下」の原因と対策について解説します。

国土交通省のサイトより国土交通省のサイトより国土交通省のサイトより国土交通省のサイトより



受講料受講料受講料受講料 建築士会会員：4,000円　後援団体会員：5,000円　一般：6,000円

　※建築士会の賛助会員企業にご所属の方は、入会口数1口につき1名様を建築士会会員受講料とさせていただきます。

定　員定　員定　員定　員 40名（申込先着順）

申込方法申込方法申込方法申込方法

　　講習会の1週間前までに受講票が届かない場合は本会までご連絡ください。

　※決済、お振込み後の受講料は返金いたしません。（当日欠席された場合も同様です。）

　　

申込先申込先申込先申込先 　公益社団法人大阪府建築士会　事務局　

　〒540-0012　大阪市中央区谷町3-1-17高田屋大手前ビル5階

　ＴＥＬ：06-6947-1961　ＦＡＸ：06-6943-7103

ＦＡＸ：06-6943-7103 

〒

ＦＡＸ

　注1）建築士会会員ならびに後援団体会員の方は、必ず所属団体名と会員№をご記入ください。

　注2）連絡先は自宅か勤務先のいずれかをご記入ください。

　注3）受講料はいずれかに✔をご記入ください。

　　　  建築士会の賛助会員企業にご所属の方は、入会口数1口につき1名様を建築士会会員受講料とさせていただきます。

　※ご記入いただいた内容は、本講習会の運営と今後のご案内にのみ使用させていただきます。

クレジット決済ご希望の方クレジット決済ご希望の方クレジット決済ご希望の方クレジット決済ご希望の方 銀行振込ご希望の方銀行振込ご希望の方銀行振込ご希望の方銀行振込ご希望の方

　①予約ページにて、本講習会の予約ボタンをクリックしてください。

予約ページQRコード 　　予約ページURL： https://www.aba-osakafu.or.jp/reserve/

　　※FAXでお申込みの方は下記申込書をご記入の上、本会までご送信ください。クレジットは使用できません。

　②申込様式へ必要事項のご入力、ご希望のお支払方法をご選択いただきお申込みください。

　③カード情報入力画面へ切り替わりますので、 　③自動返信された予約票に記載の

　　必要事項をご入力ください。 　　金融機関口座へ受講料をお振込みください。

　　自動で予約票と支払完了メールが返信されます。 　　※金融機関の払込済票を本会領収書に代えさせて

　※届かない場合は本会までご連絡ください。 　　　いただきます

　ご利用可能なカード 　　※予約票が届かない場合は本会までご連絡ください。

住宅・中低層建築物における地盤リスクと対策

2022/12/9

フリガナ 生年月日 　大・昭・平　　　　年　　　月　　　日

受講料

注3）

□建築士会会員：4,000円　　□後援団体会員：5,000円　　□一般：6,000円

氏名

所属団体

・会員№

注1）

　団体名：

　会員№：

勤務先 所属部課名

連絡先

注2）

ＴＥＬ

E-mail

　④決済（お振込み）確認後に受講票を返信いたしますので、講習会当日に必ずご持参ください。

　　設計者・監理技術者のための　　設計者・監理技術者のための　　設計者・監理技術者のための　　設計者・監理技術者のための


